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１ 【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】

平成21年6月26日に提出いたしました第73期（自平成20年4月1日　至平成21年3月31日）有価証券報告書

の記載事項の一部に誤りがありましたので、これを訂正するため金融商品取引法第24条の２第１項に基づ

き、有価証券報告書の訂正報告書を提出するものであります。

　

２ 【訂正事項】

第一部　企業情報

　第２　事業の状況

　　５　経営上の重要な契約等

　

３ 【訂正箇所】

訂正箇所は　　を付して表示しております。
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第一部 【企業情報】

第２ 【事業の状況】

５ 【経営上の重要な契約等】

（訂正前）

該当事項はありません。

　

（訂正後）

(1)出資契約兼株主間協定契約

　平成20年2月7日に、連結子会社㈱ＮＢＫ及び当社とIntegrity TAaBO Fund 1 投資事業有限責任組合の無限責任組合

員たるインテグリティ・パートナーズ合同会社とは、連結子会社 ㈱ＮＢＫがセラヴィリゾート株式会社との間で事

業譲渡契約を締結するための資金調達を目的として、発行総額枠29億円（発行株式数枠2,400株）の連結子会社㈱Ｎ

ＢＫに対する「議決権のない優先株式による第三者割当増資」の基本条件等について、協定しました。

　これに従い、連結子会社㈱ＮＢＫは、当連結会計年度末までに、下記内容による「議決権のない優先株式による第三

者割当増資」を行い、24億円の資金を調達しております。

　

①発行した優先株式数 2,400株

②発行価額 1株につき1,000,000円

③発行価額の総額 2,400百万円

④割当先 Integrity TAaBO Fund 1 投資事業有限責任組合

⑤資金の使途 北の家族等事業の譲受資金

⑥増資後の当社持株比率 100%

　 上記持株比率は、議決権のある株式数を基に算定したものであります。

⑦優先株式から普通株式
への転換請求

最初の払込日である平成20年2月13日から３年を経過した日以降に転換請求
する権利が発生し、その後払込日から10年以内に請求することができる。

⑧転換条件 優先株式１株につき、普通株式１株

　

(2)出資契約兼株主間契約

　平成20年10月に、当社が約12.6％の割合で株式を保有する㈱Ｒ＆Ｃが、北の家族㈱から12店舗の居酒屋事業を譲り受

けましたが、この事業譲受けに関連して、㈱Ｒ＆Ｃの株式を約87.4％保有するIntegrity TAaBO Fund 1 投資事業有限

責任組合（略称IPファンド）の無限責任組合員たるインテグリティ・パートナーズ合同会社と当社並びに㈱Ｒ＆Ｃ

の３者間で、IPファンド保有の㈱Ｒ＆Ｃ株式と当社株式とを株式交換するか、または当社がIPファンド保有の㈱Ｒ＆

Ｃの株式を買取るかして、㈱Ｒ＆Ｃを当社の連結子会社とすることも可能とする内容の平成20年10月14日付け出資契

約兼株主間契約を締結しております。なお、連結子会社㈱ＮＢＫは、㈱Ｒ＆Ｃから委託を受けて、平成20年10月から当

該12店舗の居酒屋事業を運営しております。
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